
　サッカーでは「１人の選手が１試合に３点以上得点すること」
を「ハットトリック」と呼ぶ。サッカーのストライカーにとって、ハッ
トトリックを決めることは実力を証明する名誉の勲章だ。日本

サッカー協会（ＪＦＡ）などによると、サッカーやアイスホッケーなどで使われている用語で、６得点をダブルハットトリック、９得点をトリプルハットトリックという。
　語源は諸説あるが、イギリス発祥のクリケットに由来しているといわれている。クリケットは野球のルーツとされるスポーツで、投手（ボーラー）は、ウィケットという柱と横木に向
かってボールを当て、それに対して打者（バッツマン）はそれを守るためにボールを打ち返す。ウィケットの横木を落とせば打者はアウトになる。３人の打者を連続でアウトにするの
は、野球以上に難しいといわれている。この偉業を成し遂げた選手には高級な帽子が贈られ、大変に名誉なこととされた。これがサッカーでも使われるようになり、１試合で３得点し
た場合をハットトリックというようになった。このほか、選手の功績を称えて観客が帽子を投げ入れたからともいわれ、これが「ハットトリック」の語源になったともいわれている。
　プロリーグや国際試合ではハットトリックの達成は難しい。ちなみに、ＦＩＦＡワールドカップでのハットトリックは、２０１８年大会までで52回記録されているという。

ハットトリック（hat trick）
スポーツ
辞典

の

佐
藤
清
監
督

２面

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

　城
西
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
は
、

昨
年
（
２
０
１
９
年
）
秋
、「
横
浜

市
長
杯
争
奪 

第
15
回
関
東
地
区
大

学
野
球
選
手
権
大
会
」
の
決
勝
戦
で

東
海
大
学
を
破
り
初
優
勝
し
、
初
の

明
治
神
宮
野
球
大
会
へ
の
出
場
を
果

た
し
、
ベ
ス
ト
４
に
進
出
す
る
活
躍

ぶ
り
を
見
せ
た
。

　神
宮
大
会
の
準
々
決
勝
で
は
、
千

葉
県
大
学
連
盟
１
位
、
関
東
５
連
盟

第
１
代
表
の
城
西
国
際
大
（
Ｊ
Ｉ
Ｕ
）

は
広
島
経
済
大
（
中
国
・
四
国
３
連

盟
代
表
）
を
５―

３
で
下
し
て
初

戦
を
突
破
、
４
強
入
り
し
た
。

　Ｊ
Ｉ
Ｕ
は
、
早
く
も
二
回
裏
、
６

番
・
梅
田
が
四
球
で
出
塁
後
、
８
番
・

中
島
、
９
番
・
吉
田
の
下
位
打
線
の

連
打
で
ま
ず
１
点
。
さ
ら
に
１
番
・

岸
添
、
２
番
・
山
田
の
連
打
な
ど
で

３
点
を
先
制
し
た
。
四
回
に
も
１
年

生
の
４
番
打
者
、
浪
川
の
タ
イ
ム

リ
ー
ヒ
ッ
ト
で
１
点
、
六
回
も
１
死

満
塁
の
好
機
に
浪
川
が
右
翼
に
犠
牲

フ
ラ
イ
を
放
ち
１
点
を
加
点
。
５

―

０
と
し
て
ほ
ぼ
試
合
を
決
め
た
。

先
発
し
た
エ
ー
ス
・
中
島
は
、
七
回

ま
で
無
失
点
に
抑
え
た
。
し
か
し
、

五
回
で
投
球
数
が
１
０
０
球
を
超

え
、
終
盤
八
回
に
２
失
点
。
九
回
に

も
１
点
を
失
っ
た
が
、
最
後
ま
で
マ

ウ
ン
ド
を
守
っ
た
。
７
安
打
３
失

点
、
１
８
２
球
の
完
投
勝
利
だ
っ
た
。

　記事を書いてみませんか。初心者でも大丈夫です。
新聞記者経験が長い職員が取材、書き方を基本から
指導します。写真、イラスト、漫画などでも協力し
てくれる学生も募集しています。

連絡はこちらまで ０３‐６２３８‐１２４１
学校法人城西大学法人本部
広報センター

記
者
募
集

　
城
西
国
際
大
学
硬
式
野
球
部
は
、
佐
藤
清
監

督
の
采
配
良
く
、
昨
年
は
「
横
浜
市
長
杯
争
奪 

第
15
回
関
東
地
区
大
学
野
球
選
手
権
大
会
」
で

初
優
勝
、
明
治
神
宮
野
球
大
会
で
ベ
ス
ト
４
に
。

そ
し
て
２
０
２
０
年
。

　
硬
式
野
球
部
を
は
じ
め
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
各
運
動
部

は
、
指
導
者
が
掲
げ
た
理
念
の
も
と
、
練
習
に

励
み
、
さ
ら
な
る
「
高
み
」
を
目
指
す
。

準決勝慶応戦も健闘
――安打数はほぼ互角

昨シーズン

　準
決
勝
の
相
手
、
慶
応
大
学
は
、

プ
ロ
野
球
に
ド
ラ
フ
ト
指
名
さ
れ
た

選
手
を
多
く
抱
え
、
秋
の
東
京
六
大

学
野
球
リ
ー
グ
で
は
、
37
回
目
の
優

勝
を
決
め
た
。
最
終
週
の
早
慶
戦
に

連
勝
す
れ
ば
91
年
ぶ
り
の
全
勝
優

勝
、
と
い
う
勢
い
の
あ
る
チ
ー
ム
だ
。

　そ
の
「
陸
の
王
者
」
と
の
戦
い
は
、

興
味
深
か
っ
た
。
佐
藤
監
督
、
道
方

コ
ー
チ
は
、
と
も
に
早
大
の
選
手
と

し
て
早
慶
戦
に
臨
ん
で
い
る
。
エ
ー

ス
の
中
島
は
、
慶
応
主
将
の
郡
司
と

仙
台
育
英
高
時
代
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を

組
ん
だ
。

　先
制
し
た
の
は
慶
応
。
一
回
、
先

発
の
館
が
左
越
え
の
本
塁
打
を
浴
び

て
１
点
を
献
上
。
二
回
に
も
追
加
点

を
与
え
た
。
城
西
国
際
大
学
も
四
回
、

梅
田
の
タ
イ
ム
リ
ー
二
塁
打
で
１
点

を
返
し
た
。
し
か
し
、
六
回
に
１
点

を
与
え
、
七
回
に
は
３
点
を
失
っ
て

慶
応
に
突
き
放
さ
れ
た
。
１―

６
と

い
う
ス
コ
ア
だ
が
、
ヒ
ッ
ト
数
で
は

慶
応
の
７
本
に
対
し
て
５
本
と
遜
色

な
く
、
健
闘
し
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

硬式
野球部

惜
し
い
―
―
準
決
勝
で
敗
れ
る

学
長
（
当
時
）、
草
野
素
雄
短

大
学
長
と
武
蔵
越
生
高
の
一

川
智
宏
校
長
が
基
本
協
定
書

を
交
わ
し
た

写
真
。
白
幡

学
長
は
「
本
学
の
新
し
い
建

物
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
お
使
い

い
た
だ
く
な
ど
、
色
々
な
意

味
で
教
育
連
携
を
強
め
ら
れ

た
ら
」
と
話
し
、
一
川
校
長

は
「
こ
れ
か
ら
タ
ッ
グ
を
組

ん
で
、
地
域
に
根
差
し
た
教

育
を
一
緒
に
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　２
月
28
日
、
武
蔵
越
生
高

と
包
括
連
携
協
定
を
結
ん
だ
。

本
学
が
高
校
と
包
括
提
携
を

結
ぶ
の
は
初
め
て
。
授
業
や

講
座
で
の
連
携
だ
け
で
な
く
、

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
の
交
流
促

進
も
期
待
さ
れ
る
。

　協
定
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
教

育
内
容
の
充
実
と
生
徒
・
学
生

の
資
質
向
上
が
目
的
。
①
本

学
の
授
業
科
目
へ
の
聴
講
生

の
受
け
入
れ
②
本
学
に
よ
る

公
開
講
座
及
び
出
張
講
座
の

実
施
③
本
学
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
等
に
よ
る
部
活
動
の
支
援

と
交
流
の
促
進
④
教
育
に
つ

い
て
の
情
報
交
換
お
よ
び
交

流
⑤
本
学
へ
の
指
定
校
推
薦

に
関
す
る
事
項
⑥
本
学
施
設
・

設
備
の
利
用
に
関
す
る
こ
と

―
―
な
ど
。

　こ
の
日
、
清
光
会
館
で
行

わ
れ
た
調
印
式
で
、
白
幡
晶

　学校法人城西大学などが協賛した
「ブダペスト――ヨーロッパとハンガ
リーの美術４００年」展が、２０１９年12月～翌春にかけ東京・六本木の
国立新美術館で開催された。日本とハンガリーの外交関係樹立１５０
周年を記念する展覧会だった。同美術展が開催中の12月６日、オル
バーン・ヴィクトル首相（ORBÁN Viktor）は安倍晋三首相と会談した。
両首脳が立ち会いの下、学校法人城西大学とハンガリー外務貿易省
ハンガリー語教育局との学術交流に関する協力覚書の署名式が行わ
れ、城西国際大学の杉林堅次学長が署名した。12月11日には、東金
キャンパス水田記念図書館１階ホールで、ハンガリーライブラリー
オープニングセレモニーが執り行われた＝写真。セレモニーは、日本
とハンガリーの外交関係樹立１５０周年を記念し、駐日ハンガリー大
使館より水田記念図書館へ寄贈されたハンガリー関連図書１５００冊
をもとに、同図書館３階に「ハンガリーライブラリー」が開設されたこ
とを祝して行われた。
　本学では、従来からハンガリーとの交流が活発に行われている。学
校法人城西大学とハンガリーとの関係は深く、同国を代表する10の
大学と交流協定を結んでいる。2013年11月には、のオルバーン・
ヴィクトル首相が東京紀尾井町キャンパスに来学され、本学からの名
誉博士記授与および特別講演会が行われた。今回の外交関係樹立１
５０周年を記念するライブラリー開設などを機に、より一層相互理解、
相互交流が深まることが期待される。

　メディア学部 映像技術ゼミの在学生、ＯＢ、教員とで参加した48時間映画祭で制
作した短編映画「赤い魚」が最優秀作品賞を受賞した。
　２０１９年11月29日から12月１日にかけて開催されたこの映画祭は、48時間で
脚本から撮影、仕上げまでをして、７分の短編映画を制作する大会。
　「48 Hour Film Project」は２０１８年度、五大陸120都市で開催、７万人近い参
加者によって５０００もの映画が作られた。今回、2019年度大会で東京を代表して
最優秀に輝いたこの作品は、世界各地で上映される予定。

カ
ー
場
２
面
を
擁
し
て
オ
ー

プ
ン
す
る
「
Ｊ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
ス

ポ
ー
ツ
フ
ィ
ー
ル
ド
」
も
、

チ
ー
ム
誕
生
を
後
押
し
す
る

形
と
な
っ
た
。

　サ
ッ
カ
ー
部
部
長
の
佐
々

木
達
也
准
教
授
は
女
子
チ
ー

ム
創
設
の
意
義
を
「
埼
玉
、

北
関
東
は
特
に
高
校
女
子

サ
ッ
カ
ー
が
盛
ん
。
大
学
に

女
子
サ
ッ
カ
ー
が
で
き
る
環

境
を
つ
く
る
こ
と
で
、
女
子

サ
ッ
カ
ー
の
発
展
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
本
学
の
女
子

ス
ポ
ー
ツ
の
活
性
化
に
も
つ

な
が
る
」
と
説
明
。
サ
ッ
カ
ー

部
は
今
年
度
、
東
海
林
毅
・

前
立
正
大
学
ヘ
ッ
ド
コ
ー
チ

を
監
督
に
迎
え
新
体
制
と

な
っ
た
。
ま
た
、
フ
ッ
ト
サ
ル

に
も
取
り
組
む
。
佐
々
木
部

長
は
「
サ
ッ
カ
ー
を
通
じ
た

人
間
形
成
を
部
の
理
念
と
し

て
、
男
子
サ
ッ
カ
ー
、
フ
ッ
ト

サ
ル
、
そ
し
て
女
子
サ
ッ
カ
ー

と
合
わ
せ
て
『
サ
ッ
カ
ー
王

国
城
西
』
を
創
り
た
い
」
と

話
す
。

　２
０
２
１
年
度
に
サ
ッ

カ
ー
部
に
女
子
チ
ー
ム
が
誕

生
す
る
。
少
子
化
に
か
か
わ

ら
ず
、
女
子
高
校
生
の
サ
ッ

カ
ー
人
口
は
増
え
て
い
る
。

毎
年
３
月
、
全
国
の
高
校
女

子
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
熊
谷
市
で
開
か
れ
て
い

る
「
選
抜
高
校
女
子
サ
ッ
カ
ー

大
会
『
め
ぬ
ま
カ
ッ
プ
』
㏌

熊
谷
」（※

本
年
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
の
た
め
中
止
）

を
本
学
が
支
援
し
て
い
る
こ

と
も
あ
り
、
城
西
大
学
で
サ
ッ

カ
ー
を
続
け
た
い
と
い
う
高

校
生
選
手
の
受
け
皿
が
で
き

る
こ
と
に
な
る
。
今
秋
、
サ
ッ

〈編集〉学校法人城西大学　広報センター　〈発行〉城西国際大学　総務課

明治神宮野球大会・準々決勝を勝ちベスト４

――さらな
る〝高み〟目

指して理念掲げて
練習に励む

　昨年末からの新型コロナウイルス感染症は、世界各国に拡がり、入国制限等かつてな
いほどの感染拡大になりました。現在、抗ウイルス薬を多くの国が開発していますが、い
ましばらくは、厳重な注意が必要です。今、私たちができる予防策をまとめてみました。

医 務 室 か ら
「健康の話」
――新型コロナウイルス感染症の
　　予防と感染拡大防止策 学生課・医務係

１．新型コロナウイルス感染症について
発熱・のどの痛み・長引く咳・強いだるさが特徴のウイルス性の風邪の一種

２．感染疑いがあるときはどうするか
通学・外出・自己判断での受診を控える!  「帰国者・接触者相談センター」へ連絡する！

ただし重症化のハイリスクス者は2日以上続いたら連絡を！

風邪のような症状
37.5℃以上の発熱
強いだるさ（倦怠感）
息苦しさ（呼吸困難）

厚生労働省ホームページより
「帰国者・接触者相談センター」
に連絡して指定された医療機関へ！
※自己判断で自由に受診はNG！

4日以上続いたら

感染経路

症状
潜伏期間
治療方法

飛沫感染
接触感染
37.5℃以上の発熱・喉の痛み・咳・強いだるさ・息苦しさ　など
1日から12.5日（多くは5から6日）
対象療法（現時点でウイルスに有効な薬はなし）

感染した人の咳やくしゃみの飛沫からウイルスを吸い込む
感染した人が触れたつり革やドアノブ等からウイルスが手に付着し、その手で鼻や口に触れる

・高齢者（65歳以上）
・基礎疾患のある方（糖尿病・心不全・呼吸器疾患など）
・透析を受けている方
・免疫抑制剤や抗がん剤などを用いている方
・妊婦

３．新型コロナウイルス予防の基本
①感染経路を断つ
　・手洗い・手指消毒・手肌の荒れのケア
　・指先で公共のものに触れない（肘、腕、指の関節を活用）
　・自分や周囲の人が頻繁に触れる物の消毒
　・うがい・水を20分おきにひと口飲む
　・マスク（咳やくしゃみのある人は必ず着用）
　・人混みや集会へ行かない（通勤・通学の満員電車に特に注意！）
②体の免疫力・防御機能を上げる
　・屋内の湿度を保つ（50～60％）
　・十分に睡眠をとる（最低でも7時間以上）
　・免疫力を上げる食事を規則正しくバランス良く食べる

４．手洗いの効果とタイミング
効果 タイミング

帰宅時・出勤時・外出から帰った後
電車や公共施設など人混みに入った後
マスクの着用前・着用後
飲食の前（間食も含む）
トイレの後
不潔なもの（ゴミや汚物）に触れた後
咳やくしゃみした後
咳やくしゃみをしている人に接した後

５．マスクの効果
ウイルスの通過を防ぐことはできないが間接的な予防効果はあり！
　人の多い密閉された室内や満員電車では特に有効！
　大きな飛沫はマスクを通過しないが、小さなウイルスはマスクを通過する
　⇒咳やくしゃみの人がつけると飛沫を封じ込め、感染拡大を防げる
間接的な効果
①接触感染予防
　ウイルスの付着した手で直接自分の顔に触れることがなく鼻や喉からウイルスが侵入しない
②体の防御機能UP
　鼻や喉が乾燥で傷付かないのでウイルスが体内に侵入しづらい

タンパク質（肉・魚・大豆製品・卵・乳製品）
ビタミンA・ビタミンC・ビタミンE（レバー・うなぎ・果実・野菜・ナッツ類）
ミネラル（野菜・乳製品・魚・肉・ナッツ類）
ポリフェノール（コーヒー・ワイン）　発酵食品
n-3系多価不飽和脂肪酸（イワシやアジなどの青魚）

手洗いなし
流水で15秒手洗い
ハンドソープで60秒もみ洗い後
　　　　　　　 流水で15秒すすぎ
ハンドソープで10秒もみ洗い後
　流水で15秒すすぎを2回繰り返す

約100万個
約1万個

数十個

数個

手洗いの方法 残存ウイルス数

ご入学おめでとうございます

杉林 堅次
学長

　新入生のみなさん、ご父母のみなさん、ご入学おめでとうござい
ます。城西国際大学に入学されたみなさんを、教職員一同、心から
歓迎いたします。
　学校法人城西大学の創立者水田三喜男先生は、政治家・大蔵
大臣として戦後の日本の復興・発展への道を切り開きました。1965
年城西大学の開学に際して「学問はそれ自体が目的ではなく、あく
までも人間形成の手段である。」と語っておられます。
　大学は授業などで単に知識や技能だけを得るところではありま
せん。大勢の学生が集い、学生個々が様 な々アクティビティに参加
し、そこで得た経験や絆を深めることもキャンパスライフにおける重
要な学びになります。また、これこそが人間形成を建学の精神に掲
げる本学のキャンパスで学ぶ学生の在り方だと考えます。
　大学生らしい活気にあふれたキャンパスライフを過ごされること
を期待いたします。

「スポーツにエールを」

上原 明
理事長

　新入生の皆さん、ご父母の皆さん、ご入学おめでとうございます。
　昨年は日本で「第9回ラグビーワールドカップ2019」が開催されま
した。アジア初の開催です。大正製薬は、この大会の国内オフィシャ
ルスポンサーになりました。わたしもスタンドまでたびたび足を運び、
試合を観戦しました。ご存知の通り、日本チームは「ワンチーム
（ONE TEAM）」をスローガンに掲げました。様 な々国籍の選手が
集まり、言葉も文化も違います。そんな中で「ワンチーム」として結束
をはかり、世界の強豪を相手にベスト８に入る好成績を収めました。
ラグビーの素晴らしさ、スポーツの醍醐味を感じた方も多いでしょう。
　わたし自身もラグビーが好きで、中学校から始めました。演劇にも
親しんでいたので、そちらにも興味があり、大学では、運動部ではな
く、ラグビー同好会に入りました。米国に留学する3年生までは、フォ
ワード（プロップ）の選手としてプレーし、東京6大学の同好会リーグ
戦に参加しました。多摩川の河川敷で週５日練習し、菅平などで合
宿を行いました。
　経験からですが、スポーツと商売は、似ていると思います。「商売
は戦い。勝つことのみが善」が社是ともいうべきものです。これは、厳
格なルールの中で戦う、強豪に勝つために考え、工夫し、実践する、
という意味です。スポーツでも一流選手になるためには、ただ言われ
たこと、指示されたことをやるだけでは通用しません。大学スポーツ
でも見回せば身近なところに優秀な、成功している選手がいると思
います。まず、その選手がいかに工夫し、努力しているかを知り、そ
れを目標に実践することです。
　本学は「学問による人間形成」を建学の精神にしています。この
精神は「学問」だけに限ったことではありません。スポーツであれ芸
術であれ、同様です。自分の関心あることに本当に夢中になること、
打ち込むことが重要で、得られるものは多いはずです。
　新入生の皆さん、人から言われることだけではなく、創意工夫を
重ねてよりよい大学生活を送ってください。

　
【略歴】
1941年4月生まれ、東京都出身。1966年慶應義塾大学経済学
部卒、日本電気入社。1977年大正製薬入社、1982年代表取締
役社長、2011年大正製薬ホールディングス代表取締役会長兼
社長（現任）
蜷大学関係――城西大学評議員・理事（1979年1月～）・理事長
（2017年9月～）、成蹊学園評議員（1988年3月～）・評議員会
議長（2002年3月～2012年3月）・理事（1998年３月～）、慶應
義塾評議員（1990年11月～）・理事（2006年11月～）
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　鈴木朋樹選手（トヨタ自動車）は、2020年の東京パ
ラリンピック出場が内定している。３月２日に行われた
東京マラソンの車いす部門では、大会新記録で初優
勝を飾る活躍だった＝写真。
　車いす部門は、リオデジャネイロ・パラリンピックの金
メダリストのマルセル・フグ（スイス）ら有力な海外選手
が欠場し日本勢の争いになったが、鈴木選手のモチ
ベーションは落ちず、２位以下を８分以上も引き離す、
圧巻のゴールだった。タイムは１時間21分52秒。
　この快挙に、翌日の各新聞朝刊は「車いす男女 大
会新」「鈴木 初制覇」などの見出しでスポーツ面に大
きく掲載した。それによると、鈴木選手は、10㌔手前か
ら、早くも意表をつくスパート。ここから一気に後続を
引き離した。独走が続いたが、最後までペースを落と
さず、ゴールを駆け抜けた。これまでの大会新記録を
４分以上塗りかえた。
　鈴木選手の専門は、トラック種目。パラリンピック東
京大会は、マラソンとともにトラック種目に照準を合わ
せ、「二刀流」になりそうだ。「好調を維持すれば、東
京パラ本番では獅子奮迅の活躍を見せてくれるはず
だ」（読売新聞）と期待も高まる。
　一躍、鈴木選手が注目される存在になったのは、こ
れも東京マラソン（2015年）だった。当時、城西国際大
学の２年生だった鈴木選手は、この初マラソンで銀メ
ダルを獲得した。
　車いすマラソンは、42・195㌔を時速30㌔以上のス
ピードで駆け抜ける迫力あるレース。鈴木さんの再度
の疾走ぶりを心待ちにしている。

東
京
マ
ラ
ソ
ン 

大
会
新
記
録
で
初
優
勝

鈴木朋樹さん 2017年3月、
経営情報学部卒業（　　　　　  ）

先制の適時打を放った吉田拓斗
（経営情報４年・必由館）＝神宮大会・初戦で

ハットトリックを夢見て

２安打２打点の〝１年生の４番〟浪川広之
（経営情報２年・創価）＝神宮大会・初戦で

武蔵越生高と包括連携協定

　２０１９年12月26日、東金キャンパスの
スポーツ文化センターで「第19回 水田
三喜男杯争奪選抜高等学校柔道大会」を
開催した。
　男子決勝は初優勝を目指す市立習志
野高校（千葉）と４年ぶり優勝を目指す大
成高校（愛知）の対戦となり、大成高校が
勝利し、通算３回目の優勝を果たした。
　女子決勝は、６年ぶりの決勝進出とな
る創志学園高校と２年ぶりの優勝を目指
す夙川高校（兵庫）の対戦となり、夙川高
校が勝利し、通算３回目の優勝をつかん
だ。
　本大会は創立者の水田三喜男先生が
柔道にいそしんでいたことにちなんで
2001年にスタート。現在では全国の強豪
校が集う大会として年末の風物詩となっ
ている。

川淵三郎杯
城西国際大学
少年サッカー大会

水田三喜男杯争奪
選抜高等学校柔道大会

　２０２０年２月２日、「第19回 水田三喜男
旗争奪選抜高等学校剣道大会」を、同じく
スポーツ文化センターアリーナで開催し
た。本大会は学校法人城西大学創設者で
ある水田三喜男が志した文武両道の精神
を受け継ぎ、心身の優れた人材育成を目
指し実施された冠旗争奪剣道大会。当日は
全国から96チームが出場し、熱戦を展開
した。
　男子は桐蔭学園高校（神奈川）と東海大
学付属浦安高校（千葉）の決勝戦となり、
桐蔭学園高校が４年ぶり２度目の優勝を果
たした。女子は２年連続の決勝進出で初優
勝を目指す翔凛高校（千葉）と磐田西高校
（静岡）の決勝戦となり、磐田西高校が初
優勝した。
　第２回大会から出場している韓国チー
ムは今年も韓国国内で本大会出場選手の

水田三喜男旗争奪
選抜高等学校剣道大会

　2月８日、「第７回 川淵三郎杯 城西国際大
学少年サッカー大会」を高円宮殿下記念ス
ポーツパークで開催した＝写真。
　同大会は、スポーツを通して次世代を担う
青少年の健全な育成に寄与し、サッカーの普
及・発展に努め、地域のスポーツ振興に貢献
することが目的。今回で７回を迎え、「城西の
少年サッカー」として地元に定着している。
　山武郡市の少年サッカーチーム17チーム

　ＪＩＵは、開学以来、「地域振興とスポーツ」
もスローガンに、高校生、中学生、小学生らに「ス
ポーツの場」を提供している。

域地 とスポーツ

日
本・ハン
ガ
リ
ー
外
交
樹
立
１
５
０
周
年
に
ち
な
ん
で

ハ
ン
ガ
リ
ー
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
が
オ
ー
プ
ン

――映像技術ゼミによる短編映画「赤い魚」

JOSAIスポーツフィールド

部　長　七井誠一郎
監　督　佐藤　清
チーフ　田中成明
コーチ　道方康友、市川雄大
主　将　村上公康（新４年・西条）
副主将　磯引拓生（新４年・近江）
　　　　鈴木幸太（新４年・東京学館浦安）
　　　　山田大雅（新４年・横浜商科大学）
主　務　宮崎　匠（新４年・米子西）

マネージャー
　山崎愛実（新４年・栃木翔南）
　山田桃樺
　（新２年・東京家政大学附属女子）

学生コーチ
　冨澤拓未（新４年・木更津総合）
　塚原萌樹（新４年・市立松戸）
　生木大誠（新３年・八千代東）
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る舘和弥

（経営情報
４年・平塚学

園）＝神宮大
会・準決勝で

■プロフィール

女子サッカーチーム誕生へ女子サッカーチーム誕生へ JUから①JUから②

選考会を行い、参戦するも惜敗し、予選
リーグを勝ち上がれなかった。また今回初
めて女子チームが参戦し、惜しくも予選
リーグ２位の結果で終えた。

メディア学部
制作作品が映画祭で最優秀賞

城西国際大学水田美術館
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が集い、川淵三郎杯をめざして熱戦を繰り広
げた。

　このサッカー大会を支えているのが高円
宮殿下記念スポーツパーク。２０１２年５月、
創立20周年記念事業の一環として、公式試
合が可能なサッカーグラウンドを備えたス
ポーツパークが完成した。スポーツ振興や国
際交流活動に尽力した高円宮殿下（２００２
年薨去）のご功績を称え、またそのご遺徳を
次代に継承すべく「PRINCE TAKAMADO 
MEMORIAL SPORTS PARK（高円宮殿
下記念スポーツパーク）」と命名された。
　竣工式には、高円宮妃殿下にご臨席賜り、
メモリアルゲートの除幕を行っていただい
た。スポーツパークは、東金キャンパスに隣
接し、サッカーグラウンドとクラブハウスおよ
び多目的広場などの施設を有している。
　サッカーグラウンドは、選手らの健康管理
に配慮し、夏場における表面温度上昇を抑
えるような人工芝を施している。また、ナイ
ター設備もあり、ピッチには観覧席を設けて
いる。クラブハウスは、監督室やミーティング
ルーム、ロッカールームなどを設けるととも
に、屋上に観覧席を配置している。スポーツ
パークは、サッカー部が利用するほか、青少
年の育成など地域のスポーツ振興に生かし
ていくとともに、スポーツを通しての国際親
善・交流活動の拠点としても活用している。

■ 高円宮殿下記念スポーツパーク

相撲浮世絵　房総の力士そろい踏み

三代歌川豊国《不知火諾右エ門・小柳常吉》／当館蔵

10月31日（土）～11月28日（土）予定

サークルのメンバーたち

　千葉県立成田北高校時代は、ゴルフ部に所属していた。母がゴルフ場で
働いていたのがきっかけで、中学生のころから一緒に、そのゴルフ場でクラ
ブを振った。中学の時、塾通いをしたが、そこの先生は薬剤師の仕事も兼務
していた。「先生の指導のおかげで化学が好きになった」という。
　大学は、ＪＩＵの薬学部を選んだ。薬剤師志望だ。「運動はしたいが、本格的
なクラブ活動をする余裕・時間がない」と思っていた。入学後のオリエンテー
ションで、「薬学部フルマラソンサークル」所属の先輩たちの説明があり、そ
れに魅かれサークルに入った。メンバーは、１～４年生が約30人。５、６年生を
含めると約50人。男女は半々だ。2019年度は、全体練習を木曜日の5時限
目に合わせて行った。週１回だ。ちょうどメンバーの授業がない時間帯が選ばれた。東金キャン
パスの周りを５～６㌔走る。毎年、春と夏に１泊の合宿をする。キャンパスから18㌔離れた白子

町まで走り、そこで１泊してまた、キャンパスに戻ってくる。個人的には、毎
日のように街のジムに通い、筋トレを欠かさない。
　サークルのメイン行事は、名前の通り、フルマラソンへの出場である。
毎年３月に千葉県佐倉市行われるフルマラソンには、多くのメンバーと顧
問の薬学部の先生方と一緒に走る。レースの制限時間は６時間。それを超
えるとレースは打ち切られる。菅谷さんのこれまでの記録は５時間半。そ
れと柏市で行われるハーフマラソン（20㌔）にも参加している。
　「薬剤師とフルマラソンを目指して頑張っています」と菅谷さんは話す。

フルマラソン

薬学部４年
菅谷 奏
すが    や　　  かな

わたしもやっています

展
覧
会
の
お
知
ら
せ
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ッ
ガ
ー
と
し
て
活
躍
し
、２

０
０
７
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
硬
式
野

球
部
の
指
導
者
と
な
っ
た
。春・

秋
の
千
葉
県
リ
ー
グ
で
優
勝
を

重
ね
、１
９
９
２
年
の
創
部
以

来
の
念
願
だ
っ
た
春
の
全
日
本

大
学
野
球
選
手
権
大
会
出
場

を
２
０
１
５
年
に
実
現
さ
せ

る
。昨
年
春
、同
大
会
へ
の
２
度

目
の
出
場
を
果
た
し
た
う
え
秋

に
は
、明
治
神
宮
野
球
大
会
に

出
場
し
て
好
成
績
を
収
め
た
。

そ
の
佐
藤
監
督
に
指
導
理
念
な

ど
を
聞
い
た
。

（
写
真
は「
ベ
ン
チ
で
戦
況
を
見
つ
め
る
佐
藤

監
督
＝
昨
秋
の
神
宮
大
会・準
決
勝
で
」）

な
っ
て
や
っ
て
い
く
」
と
い
う
意
味
で
す
。「
ワ
ン

チ
ー
ム
」
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

―
―

天
理
高
校
時
代
に
、
こ
う
し
た
指
導
が
あ
り
、

そ
し
て
早
稲
田
大
学
に
進
み
ま
す
。

　大
学
進
学
は
、
他
の
大
学
に
行
く
こ
と
も
勧
め
ら

れ
ま
し
た
が
、
華
や
か
な
早
慶
戦
に
も
憧
れ
、
早
稲

田
に
絞
り
ま
し
た
。
教
育
学
部
教
育
学
科
に
一
般
受

験
で
、「
落
ち
た
ら
浪
人
」
を
覚
悟
で
、
勉
強
し
、

受
か
り
ま
し
た
。
同
期
生
に
、
山
倉
捕
手
（
和
博
・

巨
人
）
ら
が
い
ま
す
。
当
時
の
東
京
六
大
学
は
、
の

ち
に
プ
ロ
野
球
の
巨
人
軍
で
活
躍
す
る
、
同
期
生
の

江
川
卓
投
手
ら
好
選
手
を
揃
え
た
法
政
大
学
の
黄
金

時
代
で
し
た
。
そ
れ
で
も
２
年
生
の
時
に
は
日
米
大

学
野
球
の
選
抜
チ
ー
ム
に
選
ば
れ
、
米
国
遠
征
を
し

ま
し
た
。

―
―

そ
の
後
、
日
本
生
命
を
経
て
城
西
国
際
大
学
の

監
督
に
な
り
ま
す
。
指
導
に
当
た
っ
て
ど
う
い
う
方
針

で
選
手
ら
に
臨
み
ま
し
た
か
。

　や
は
り
、「
あ
い
さ
つ
な
ど
基
本
的
な
こ
と
を
大

切
に
」
で
す
ね
。
基
本
的
な
も
の
の
考
え
方
、
行
動

を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
あ
い
さ
つ
、
返
事
は
人
と
し

て
最
も
重
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
〝
反
応
〞
は
「
試

合
に
お
い
て
も
大
切
な
こ
と
」
で
す
。
そ
し
て
、

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
、
走
り
方
で
も
基
本
が
大
事
、
そ

れ
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
れ
ば
、
正
し
い
練
習
が
で

き
、
上
手
に
な
れ
る
、
試
合
に
勝
て
る
。
足
元
、
土

台
を
固
め
る
。
我
流
で
は
だ
め
。
基
本
技
が
大
事
で

す
。
そ
れ
が
常
日
頃
、
選
手
ら
に
言
っ
て
い
る
こ
と

で
す
。

　学
生
な
の
で
、
学
業
も
お
ろ
そ
か
に
せ
ず
、
野
球

と
の
両
立
に
努
め
て
ほ
し
い
。

―
―

実
戦
を
視
野
に
入
れ
た
指
導
や
理
論
を
お
聞
か

せ
く
だ
さ
い
。

　昨
秋
の
神
宮
大
会
の
慶
応
大
学
と
の
準
決
勝
で
負

け
た
の
は
「
自
滅
」
で
す
。
試
合
で
は
、
ス
タ
ミ
ナ

「30㌢の差」で勝つ

硬式野球部副主将として県リーグ２位わたしと学生スポーツわたしと学生スポーツ

硬
式
野
球
部

サ
ッ
カ
ー
部

「３つの力」でチームの質を高める

　　

不
足
、
大
舞
台
で
の
経
験
の
差
が
出
た
。

　大
事
な
の
は
、
投
手
・
捕
手
の
バ
ッ
テ
リ
ー
を
中

心
に
し
た
「
堅
守
」。
四
球
を
出
す
の
は
ダ
メ
で
す
。

次
は
、
打
線
の
つ
な
が
り
で
す
。
ま
ず
、
打
者
は
、

な
に
が
な
ん
で
も
出
塁
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
味
方

ラ
ン
ナ
ー
が
塁
に
出
て
い
た
ら
、
そ
れ
を
進
塁
さ
せ

る
こ
と
に
集
中
す
る
。

　こ
う
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、
例
え
ば
、
試
合

で
相
手
チ
ー
ム
に
、
７
〜
８
本
の
安
打
を
打
た
れ
、

四
球
を
２
個
与
え
て
も
、
０
〜
２
点
の
範
囲
で
抑
え

ら
れ
ま
す
。
こ
ち
ら
は
攻
撃
で
、
チ
ャ
ン
ス
の
時
に

「
ラ
ン
ナ
ー
を
進
塁
さ
せ
る
こ
と
」「
ラ
ン
ナ
ー
が
進

塁
す
る
こ
と
」
に
努
め
れ
ば
、
安
打
を
打
た
な
く
と

も
内
野
ゴ
ロ
で
も
点
が
入
る
。「
30
㌢
の
差
」
で
勝

て
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ
う
な
る
に
は
、「
一
球

入
魂
」
の
精
神
で
、
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
な
ど
の
基
本

練
習
に
取
り
組
む
こ
と
で
す
。

　新
チ
ー
ム
は
、
実
戦
に
向
け
て
個
人
の
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
が
必
要
で
す
。
４
年
生
の
存
在
が
重
要
で
す
。

レ
ギ
ュ
ラ
ー
で
な
く
と
も
チ
ー
ム
全
体
の
こ
と
を
考

え
、
ま
と
め
て
い
く
。
４
年
生
に
は
「
目
に
見
え
な

い
力
」
が
あ
り
ま
す
。

　男
女
の
柔
道
部
を
指
導
し
て
い
る
の
は
城
西
国
際
大
の

総
務
課
に
勤
務
し
て
い
る
秋
山
修
一
さ
ん
だ
。
創
立
者
の

水
田
三
喜
男
先
生
の
母
校
で
あ
る
千
葉
県
立
安
房
高
校
（
館

山
市
）
に
入
学
、
三
喜
男
先
生
と
同
じ
よ
う
に
同
高
で
柔

道
に
い
そ
し
ん
だ
。

　高
校
卒
業
後
は
都
内
の
大
学
に
進
み
、
選
手
と
し
て
試

合
に
出
る
傍
ら
関
東
学
生
柔
道
連
盟
の
仕
事
を
手
伝
っ
た
。

　２
０
０
０
年
９
月
に
Ｊ
Ｉ
Ｕ
の
職
員
と
な
り
、
柔
道
部

の
指
導
も
担
当
。
当
時
の
部
員
は
２
名
、
２
０
０
１
年
に

４
名
の
部
員
を
迎
え
６
名
で
ス
タ
ー
ト
。
14
年
に
男
女
チ
ー

ム
が
東
京
・
日
本
武
道
館
で
の
全
国
大
会
（
団
体
戦
）
に

出
場
す
る
。

　秋
山
さ
ん
は
、
現
在
、
関
東
学
生
柔
道
連
盟
の
事
務
局

長
で
も
あ
る
。
同
連
盟
が
所
属
し
て
い
る
全
日
本
学
生
連

盟
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
現
地
で
拡
大
す
る

前
の
２
月
初
旬
、
フ
ラ
ン
ス
へ
海
外
研
修
団
を
派
遣
。
秋

山
さ
ん
と
Ｊ
Ｉ
Ｕ
柔
道
部
の
中

谷
昌
雄
・
元
主
将
（
当
時
・
経

営
情
報
４
年
・
木
更
津
総
合
）

が
参
加
し
た
。
滞
在
中
、
ハ
イ

レ
ベ
ル
の
試
合
が
続
く
グ
ラ
ン

ド
ス
ラ
ム
・
パ
リ
大
会
や
強
化

合
宿
の
見
学
、
現
地
の
子
ど
も

た
ち
と
交
流
し
た
。

コーナーコーナー
鴨川鴨川
軟式野球部

小川敏彦さん
東金商工会議所監事
昭和26年生まれの会「26会」のメンバー

新
入
生
に
贈
る
言
葉

　新入生のみなさま、ご入学おめでとうございま
す。城西国際大学は、昨年秋の神宮大会でベスト
４に入った硬式野球部をはじめ、各運動部が活躍

をしています。「26会」は、会合に佐藤清監督を招いたのが始まりで、
硬式野球部を応援するようになりました。
　地域の祭礼などでは城西国際大学の学生の協力がなければ、やっ
ていけません。硬式野球部、柔道部の選手たちが、柱になっています。
若い学生が東金に多数、いること自体が、街を活気づけています。
　これから始まる学生生活において、新入生のみなさんが勉学に、ス
ポーツに、文化活動に、励むことを期待しております。

内山昌弘さん
父母後援会会長

　新入生の皆さま、ご父母の皆さま、ご入学おめでとうございます。
　城西国際大学は、学びについては勿論、就職相談のサポート体制もしっかりしており、学
生を安心して任せておける大学です。
　父母後援会では、大学と保護者との相互理解を深めることを目的に活動をしています。

父母後援会主催の父母懇談会が全国各地で開かれ、教職員との各種面談など懇談の機会を提供するととも
に、きめ細かい対応をお願いしております。父母後援会は保護者と大学・教職員を結ぶ架け橋役を担っており
ます。
　また、城西国際大学はクラブ活動や国際交流など文化面の活動も盛んで、高円宮殿下記念スポーツパーク
をはじめ各スポーツ施設や美術館など文化施設も整備されています。新入生の皆さん、この恵まれた環境の中
で充実した大学生活を送り研鑽を積み、社会へ羽ばたく礎としてください。
　父母後援会は今後も大学と一体となり学生のために支援し、さらに良きJIUにして参りたいと思っています。

青柳吉彦
同窓会会長

　新入生のみなさま、ご入学おめでとうございます。
　新型コロナウイルスの感染拡大の影響により、入学式が中止と
なったのは大変残念です。大変な時期に大学生活がスタートする
わけですが、新入生のみなさまが有意義に大学生活を送れるよ

う、同窓会一同応援してまいります。
　城西国際大学は、日々の学びから人間形成をするだけでなく、野球やソフトボー
ル、サッカー、女子駅伝、剣道、柔道など運動系の課外活動が盛んで、所属する学生
も多く、スポーツを通した人間形成にも取り組んでいます。
　卒業生にはＪリーグ・プロ野球・オリンピック選手などさらに上のステージで活躍す
る同窓生がおり、今後の活躍が楽しみです。
　今後も同窓生の力を結集して母校の発展・名声高揚のお手伝いをしてまいります。

　昨
年
は
、
東
関
東
大
学
軟
式
野

球
連
盟
秋
季
リ
ー
グ
戦
で
、
３
年

連
続
４
度
目
の
優
勝
を
果
た
し

た
。
優
勝
の
観
光
学
部
と
準
優
勝

の
城
西
国
際
大
学
（
東
金
）
は
、

第
          
回
東
日
本
大
学
軟
式
野
球
選

手
権
大
会
に
出
場
。
城
西
国
際
大

学
（
東
金
）
は
、
惜
し
く
も
初
戦

で
敗
れ
た
が
、
観
光
学
部
軟
式
野
球
部
は
、

快
進
撃
を
続
け
た
。

　初
戦
で
は
駒
澤
大
学
を
５
―
２
で
破

り
、
２
回
戦
で
は
流
通
経
済
大
学
を
９
―

２
で
快
勝
。
準
々
決
勝
で
は
、
作
新
学
院

に
５
―
２
で
逃
げ
切
っ
た
。
続
く
準
決
勝
、

決
勝
の
両
試
合
は
、
と
も
延
長
戦
と
な
っ

た
が
、
日
本
体
育
大
、
白
鴎
大
学
を
突
き

放
し
た
。

　新
チ
ー
ム
は
、
こ
の
昨
年
秋
の
大
会
で

活
躍
し
た
選
手
が
中
軸
に
な
り
、
さ
ら
な

る
戦
力
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ
る
。
エ
ー
ス

久
保
田
虎
汰
（
４
年
・
松
山
商
業
）
を
は

じ
め
と
す
る
投
手
陣
。
２
年
生
に

な
っ
た
久
保
田
力
（
松
山
聖
稜
）、

菅
大
輝
（
宇
和
）
の
両
投
手
は
、

こ
の
半
年
で
成
長
し
、「
駆
け
引
き

勝
負
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
良
く
な
っ
た
」

（
河
上
國
男
監
督
）。

　先
発
組
は
、
久
保
田
虎
汰
を
軸

に
久
保
田
力
も
加
わ
る
。
救
援
は

久
保
田
虎
汰
が
先
発
の
場
合
、
久

保
田
力
と
菅
が
担
う
、
と
い
う
必

勝
パ
タ
ー
ン
。
こ
こ
に
２
年
生
の

井
上
輔
（
新
田
）
が
加
わ
る
。
昨

年
は
ケ
ガ
に
泣
い
た
が
、
復
活
、
ス

河上
監督（     ）「昨秋のような好成績残せる」　Ｊ

Ｉ
Ｕ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昨
年

８
月
か
ら
台
湾
・
台
北
市
で
開
催
さ
れ
た
「
台

北
市
国
際
親
善
試
合
」
に
出
場
し
、優
勝
し
た
。

　タ
イ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
の

ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
、
台
北
市
立
大
学
、
台

女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部　　

北
市
内
の
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
実
力
を
持
つ
高

校
チ
ー
ム
、
そ
し
て
日
本
を
代
表
し
て
Ｊ
Ｉ

Ｕ
女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
が
参
戦
し
た
。
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
進
出
を
決
め
、
決
勝
戦
で

は
、
台
北
市
立
大
学
（
台
湾
）
と
対
戦
。
延

長
九
回
ま
で
も
つ
れ
る
接
戦
と
な
っ
た
が
、

優
勝
の
栄
冠
を
手
に
し
た
。
こ
う
し
た
活
躍

や
国
内
で
の
大
会
で
の
好
成
績
が
評
価
さ
れ
、

３
月
に
行
わ
れ
た
学
位
記
授
与
式
で
女
子
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
「
課
外
活
動
特
別
表
彰
」

を
受
け
た

写
真
。

　新
チ
ー
ム
は
、
こ
の
国
際
大
会
で
活
躍
し

た
選
手
ら
が
中
核
に
な
る
。
投
手
で
は
、
小

野
塚
菜
奈
（
福
祉
総
合
３
年
・
千
葉
経
済
大

付
高
）
が
先
発
要
員
で
、
こ
れ
に
髙
石
南
奈

子
（
経
営
情
報
２
年
・
千
葉
黎
明
）
が
好
救

援
で
支
え
る
、
の
パ
タ
ー
ン
は
健
在
だ
。
心

強
い
の
は
、
新
１
年
生
の
佐
野
瑞
希
（
福
祉

総
合
・
松
山
女
子
）
の
加
入
で
あ
る
。
佐
野
は
、

高
校
時
代
は
、
埼
玉
県
を
代
表
す
る
右
投
げ

の
投
手
で
、
国
体
メ
ン
バ
ー
に
も
選
ば
れ
た
。

こ
の
投
手
陣
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
の
が
鉾

田
亜
沙
美
捕
手
（
経
営
情
報
３
年
・
柏
井
）。

植
村
美
波
遊
撃
手
（
経
営
情
報
３
年
・
千
葉

経
済
大
附
）
と
と
も
に
守
備
の
「
か
な
め
」
だ
。

　打
撃
陣
を
支
え
る
の
が
、
都
築
ひ
な
の

女子ソフトボール部の選手たち＝2019年度インカレ予選で

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

監

　督
：
高
橋
光
平

コ
ー
チ
：
田
邉
敏
広

主

　将
：
石
井
美
怜

高
橋
光
平
監
督

生
活
を
過
ご
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
自
立
に

つ
な
が
る
。

　社
会
は
Ｉ
Ｔ
化
が
進
む
な
ど
、
常
に
変
化

し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
与
え
ら
れ
た
こ
と

だ
け
を
す
る
の
で
は
な
く
、
自
分
な
り
の
強

み
を
持
ち
自
立
す
る
こ
と
こ
そ
が
、
自
分
が

活
躍
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。
人
か
ら
与
え

ら
れ
る
の
で
は
な
く
、
自
分
か
ら
積
極
的
に

ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
し
て
ほ
し
い
。
そ
れ
が
、

引
退
後
の
次
の
生
き
方
に
も
重
要
だ
。
強
み

を
生
か
し
て
社
会
の
変
化
に
対
応
で
き
る
人

材
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

  

新
陣
容
と
目
標

　新
チ
ー
ム
で
は
、
よ
り
臨
機
応
援
な
サ
ッ

カ
ー
を
し
た
い
。
相
手
に
よ
っ
て
展
開
す
る

サ
ッ
カ
ー
を
変
え
る
臨
機
応
変
さ
を
持
ち
、

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を
と
れ
る
チ
ー
ム
に
し
た

い
。「
３
つ
の
力
」
を
全
員
が
持
ち
、
チ
ー

ム
と
し
て
の
質
を
よ
り
上
げ
て
い
き
た
い
。

　各
ポ
ジ
シ
ョ
ン
の
セ
ン
タ
ー
の
位
置
に
い

る
選
手
が
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
期
待

し
た
い
。
セ
ン
タ
ー
フ
ォ
ワ
ー
ド
の
小
堀
潤

也
選
手
（
３
年
・
経
営
情
報
学
部
／
千
葉
県

立
八
千
代
高
校
出
身
）、
ボ
ラ
ン
チ
の
根
角

裕
基
選
手
（
３
年
・
経
営
情
報
学
部
／
サ
ン

フ
レ
ッ
チ
ェ
広
島
ユ
ー
ス
出
身
）、
ビ
ル
ド

ア
ッ
プ
が
で
き
る
中
谷
太
地
選
手
（
２
年
・

経
営
情
報
学
部
／
Ｆ
Ｃ
東
京
Ｕ―

18
出
身
）

の
よ
り
一
層
の
成
長
が
チ
ー
ム
の
カ
ギ
に
な

る
だ
ろ
う
。

　日
常
の
学
生
生
活
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど

の
取
り
組
み
を
大
事
に
し
、
関
東
大
学
サ
ッ

カ
ー
リ
ー
グ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
チ
ー
ム

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　他大学などでもサッカーを指導してきたので、違和感なく選手とコミュ
ニケーションできている。距離感が近すぎず、離れすぎず、ということを
意識し、選手がサッカーに集中できるようにすることを心がけている。
　城西国際大学にはプロ顔負けの素晴らしい施設環境があり、その中
で練習に取り組んでいるが、選手はこれが当たり前と思わず、日々 感謝
の気持ちを持ってほしい。
　就任してから、選手のサッカーに取り組む姿勢をより向上させるようにしている。自分が
選手たちの練習の中に混ざって、実際に自分のプレイを見せることで選手に考えてもらえ
ることもある。
　「ノビシロ」があるチームなので、毎日意識を高めて練習に取り組むことで、個人やチー
ムのレベルが上がってより上を目指すことができる。ピッチの中でも外でも、一人ひとりが城
西国際大学の選手であるという自覚を持ってほしい。

第40回東日本大学軟式野球選手権大会優勝の報告会で

久保田虎汰

新
チ
ー
ム
は
さ
ら
に
戦
力
ア
ッ
プ

ピ
ー
ド
の
あ
る
投
球
が
見
も
の
だ
。

　捕
手
は
山
内
敬
太
（
２
年
・
松
山
商
業
）。

昨
年
も
久
保
田
と
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
ん
だ
。

野
球
を
よ
く
知
り
、
リ
ー
ド
面
は
急
成
長
、

バ
ッ
テ
リ
ー
は
申
し
分
が
な
い
、
と
い
う

評
価
も
。

　新
主
将
は
、
池
内
海
斗
（
３
年
・
松
山

商
業
）。
田
坂
蒼
平
（
３
年
・
今
治
北
）
と

浅
野
宇
海
（
３
年
・
三
条
商
業
）
の
二
人
が
、

池
内
を
支
え
る
。

　河
上
監
督
は
「
昨
年
の
秋
の
よ
う
な
好

成
績
を
残
せ
る
チ
ー
ム
だ
と
思
う
。
あ
と

は
内
野
の
守
備
力
の
向
上
が
課
題
だ
」
と

話
す
。
観
光
学
部
軟
式
野
球
部
が
創
部
さ

れ
て
か
ら
、
約
10
年
。
河
上
監
督
は
「
希

望
の
持
て
る
・
信
頼
で
き
る
・
勇
気
を
出

せ
る
・
愛
情
の
あ
る
監
督
、
信
用
・
信
頼

で
き
る
監
督
が
目
標
」
と
話
し
、
選
手
、

学
生
に
対
し
て
は

「
や
っ
て
や
れ
な

い
事
は
な
い
。
練

磨
を
も
っ
て
時
に

備
え
、
時
を
も
っ

て
燃
え
尽
く
せ
。

メ
ン
タ
ル
に
強
く

な
れ
」
と
激
励
す

る
。

河上國男監督

中央が秋山監督

フランス遠征 
集合～現地着まで　２月４日（火）19時に参加
者全員が集合し、結団式を行った。
　２月５日（水）羽田空港内～機内ではマスク着
用。シャルルドゴール空港到着後はバスでパリ市
内へ移動。ホテル到着後、翌日以降の交流で子
供たちに配布するお菓子を男子主将とパッキン
グし、初日の行動を終えた。

現地２日目（２月６日）　全員が荷物を整えパリ
市内を見学。エッフェル塔や凱旋門で集合写真
を撮影。その後、ルーブル美術館へ移動、モナリ
ザをはじめとする貴重な美術品を見学した。ヴェ
ルサイユへ移動し、Bange体育館にてJudo 
Karate Club Versaillesチームとの合同練習を
行った。17時半より低学年コース、18時半より
高学年コース、19時半より大人コースと３つの
稽古に参加し、子供たちのコースでは、専用のプ
ログラムに沿って一緒に汗を流した。参加学生の
中には、日本で少年柔道に携わる者もおり、指
導方法の違いに触れられたことは良い経験にな
ったと思う。
　また、寝技乱取りでは、手が空いている学生
が、鉄砲返の止め方や横四方の足捌きを身振り
手振りで教えた。各1時間の練習だったが、笑顔
の絶えない時間だった。
　子供のコースが終わる度にプレゼントとしてお
菓子を手渡すと、子供達は大喜びしながら写真
やサインを学生達に求めていた。大人のコースで
は反復練習から乱取り、技の披露を行った。特に
技の披露では、実戦でのシチュエーション等を
想定した形で説明するという課題を与え、担当し
た学生は通訳のもと、踏み込みの位置や引手の
高さ等、細かい点を注意しながら行った。

現地３日目（２月７日）　各ホームステイ先から
市庁舎前集合。市庁舎ではフネレル助役の歓待
を受けた。ヴェルサイユ市のスポーツに対する取
り組み、４月に開催予定の聴覚障碍者の柔道世
界選手権についての説明があった。参加したＪＩ
Ｕの中谷元主将が御礼の挨拶を述べ、記念品の
浮世絵を謹呈した。
　昼食後、ラ・セル・サン・クルー道場へ移動。
Judo Club Celloisチームとの合同練習を行っ
た。子供達との乱取りのリクエストがあったため
参加。その後の大人のコースでは、寝技の反復練

習を長時間かけて行った。技の披露では昨日か
らメンバーを変え、寝技は三角からの抑え込み3
種、立技はワンハンドの袖釣込腰をメインとして
行った。また、チームの中には50歳から柔道を
始め、67歳になる方もいた。若い方と分け隔てな
く練習に参加し汗を流している姿を見て、日本で
は少子化による柔道人口の減少が顕著である
が、柔道の裾野を広げる・柔道人口の拡大につ
ながるモデルがフランスにあるのではないか、な
どの話を学生達とした。

現地４日目（２月８日）　パリ市内のホテルに到
着後、グランドスラムの決勝ラウンドからの観戦
が許され、ベルシー体育館へ向かった。

現地５日目（２月９日）　ベルシー体育館では、
規格外の会場や世界中から観戦者、会場内で起
こるウェーブなど、日本の国内大会では味わうこ
との出来ない雰囲気を肌で感じ学生達も興奮を
隠しきれない様子だった。特に無敵の王者・リネ
ール選手が登場した時の割れんばかりの歓声
は、他の柔道大会には無い光景であったと思
う。
　また、他国選手であっても積極的に技を仕掛
ける選手には惜しみない声援と拍手、自国選手
であってもネガティブな試合運びには容赦ない
ブーイング。非常に観客の目は肥えており、フラ
ンスでの柔道の人気を窺わせた。

現地６日目（２月10日）　この日はオフ。

現地７日目（２月11日）　18時半に集合してジョ
ジュル・リーガル体育館でのJudo Club Voltaire
との練習に向かう。Judo Club Voltaireでは、指
導者であるアルカーロ氏が受け持つ２つのクラブ
チームとの合同練習。アルカーロ氏は来日経験も
豊富なことから、乱取りを中心とした日本的な練
習内容となり、日本人学生が基立ちとなり４分×
５本×２セットを行った。

最終日（２月12日～13日）　シャルルドゴール
空港から空路、日本へ。日本時間13日14時半に
羽田空港に到着した。解団式を行い、研修の全
日程が終了した。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

部

　長
：
渡
邊
修
朗
・

　
　
　
　経
営
情
報
学
部
教
授

監

　督
：
秋
山
修
一

助
監
督
：
新
城
友
己

　２０２０年２月４日（火）より研修
（フランス：パリ・ヴェルサイユ）に
引率として参加した。

■ 茶野隆行コーチ［略歴］
　千葉県の船橋市立船橋高
校からジェフユナイテッド市
原（現ジェフユナイテッド市
原・千葉）に入団。ジュビロ磐
田などＪリーグで主にＤＦとし
て活躍。２００４年には日本代
表として７試合に出場。コー
チとしてもアルビレックス新
潟トップチームコーチ、新潟
医療福祉大学コーチを経験。
昨年２月からＪＩＵのコーチに。

■ 福井哲監督［略歴］
　日本代表チームコーディネーターとして岡田
武史監督を支えた小山哲司氏の後任として２０１
７年３月に福井哲氏が就任した。福井氏は、日本
サッカー協会技術委員・ナショナルトレセンコー
チなどを歴任。前職のＦＣ東京では、育成部長な
どをつとめ、選手、コーチの育成に手腕を発揮し
た。ＪＦＡ公認Ｓ級のライセンスを持つ。サッカー
の卓越した理論家である。

■ 山口理恵子［略歴］
　１９９７年３月――筑波大学 
体育専門学群卒業▶１９９９年
３月――筑波大学 体育研究
科 体育方法学専攻 修士課程 
修了▶2004年３月――城西
国際大学 人文科学研究科 比
較文化専攻 比較ジェンダー
論分野 博士課程 単位取得満
期退学▶2012年４月――城
西大学 経営学部 マネジメン
ト総合学科 准教授
　現在、日本オリンピック委
員会女性スポーツ専門部会
部会員（スポーツ庁委託事業
プロジェクトリーダー）、日本
スポーツ協会指導者育成委
員会委員

より上を目指し意識と自覚を 茶野隆行コーチ

「
目
に
見
え
な
い
力
」へ「
一
球
入
魂
」の
精
神
で

■ 佐藤 清 監督［略歴］
　奈良県天理市出身。天理高校卒業後、１９７４年に早稲
田大学に入学。同期生に山倉選手のほか、現在、城西国
際大学でコーチをつとめる道方さんらがいた。豪腕・江川
投手との対決は神宮球場を湧かせた。早稲田大を卒業
後、日本生命に入り、37歳で完全引退するまで15年間、
選手、コーチとして、アマ野球の最高峰といわれる都市対
抗野球大会、社会人野球選手権大会で優勝を果たす。こ
の間、母校・早稲田大の第15代、14人目の監督（１９９５～
98）も務めた。
　２００７年に城西国際大学の監督に就任。宇佐見真吾選
手（日本ハム）らプロ野球、社会人野球で活躍している選
手を育てている。

（
経
営
情
報
４
年
・
習
志
野
）▼
森
田
日
菜
子

（
経
営
情
報
３
年
・
木
更
津
総
合
）▼
山
口
優

実
（
福
祉
総
合
３
年
・
千
葉
経
済
大
付
）
と

鉾
田―

―

で
、
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
要
員
だ
。

　「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
」
で
春
か
ら
夏
に

か
け
て
の
大
会
の
開
催
は
、
中
止
に
な
っ
た

り
、
延
期
さ
れ
た
り
で
不
透
明
だ
が
、
大
き

な
目
標
は
全
日
本
大
学
選
手
権
大
会
（
イ
ン

カ
レ
）
へ
の
出
場
、そ
し
て
上
位
進
出
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
２
回
出
場
し
て
い
る
も
の
の
勝
ち

星
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
。
キ
ャ
プ
テ
ン
の
石

井
美
怜
（
４
年
福
祉
総
合
・
千
葉
経
済
大
付
）

の
チ
ー
ム
を
ま
と
め
る
力
に
期
待
し
た
い
。

　女
子
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
２
０
０
３
年

に
創
部
。
現
在
、
チ
ー
ム
を
指
導
す
る
経
営

情
報
学
部
の
高
橋
光
平
准
教
授
は
「
昨
年
の

台
風
で
練
習
グ
ラ
ン
ド
が
被
害
を
受
け
た
。

ぐ
ち
ゃ
ぐ
ち
ゃ
に
な
っ
た
グ
ラ
ン
ド
を
元
に

戻
す
の
は
大
変
だ
っ
た
。
選
手
た
ち
は
精
神

的
に
も
タ
フ
に
な
っ
た
。
目
標
に
向
か
っ
て

頑
張
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
。

　千葉県木更津市の出身。高校は県立君津商業に進み、野球部に入りました。小・中・高校とも、ポ
ジションはショートでいずれも主将でした。
　高校の野球部出身の先輩２人が、城西国際大学硬式野球部にいたこともあり、入学、入部しまし
た。監督は、京相吉孝さんで、３～４年次は、東金キャパンパス内のグラウンドが校舎建設用地と
なったため使用できず、県立成東高校、県立東金高校、東金市営球場などを借りての練習でした。
それでも時間をやりくりし、朝練習、昼間の自主練習は、高校の野球部が練習しない東金高校グラ
ウンド、夜間は、設備が整っている成東高校で行いました。３年生の夏からレギュラー。当時、同期
生に「甲子園出場組」の内野手が３人もおり、監督の意向もあり、外野手（センター）に転向しました。

「外野手から内野手への転向は難しいが、内野手から外野手はスムーズにいく
ケースが多い」と言われています。４年次は副主将、部員は１３０人を数え、在学
中、大学創立10周年の記念の年に県リーグで２位になりました。
　卒業しても野球との関係は続いています。「グループ経営企画チーム チーム
リーダー 事務部長」として、病院運営に携わっていますが、軟式野球部の監督でもあります。勤務
する医療法人は、グループ全体で約１０００人が働いています。野球部員は約20人で、病院内の
フィールドで練習に励み、様々な大会に出場、好成績を収めています。
　２０１８年からは、城西国際大学の硬式野球部ＯＢ会会長。３００人の会員がいます。

医療法人静和会 浅井病院 事務部長 野口孝之介さん 1997年 人文学部国際文化学科（国際人文学部の前身）卒業 ７期生

　３月８日の「国際女性デー」は、スポーツ界とも縁がある。国際オリンピック委員会（ＩＯＣ）は２年前のこの日、男女平等に向けた多くの改革提
言を発表。大会参加率やメディア露出などあらゆる面での男女平等を目指している。そのさなか、女子アスリートから「美は競争ではない」との声
が上がり始めた。その背景、意味について、城西国際大大学院などで研究生活を送り、現在、城西大学経営学部の山口理恵子准教授＝写真＝の
コメントが全国紙などで大きく取り上げられた。

ミ　ニ
訪問記

　「私たちの容姿や振る舞いが美しいかどうか、他人が勝手に決め
つけないで」。２０１６年リオデジャネイロ五輪で体操４冠に輝いた米国
代表のシモーン・バイルス選手（22）ら国内外のスポーツ界の女子選
手が一斉に立ち上がった。「美は競争ではない」という指摘である。
　これに関連して、朝日新聞の記事を要約すると、スポーツとジェン
ダーを研究する山口准教授は、昨年８月に全英女子オープンのゴルフ
の渋野日向子選手の取り上げ方に疑問を呈した。「シブコスマイルと
注目された笑顔と、試合中に食べていた菓子にまつわる報道ばかり目
立ち、彼女はゴルフで何が優れているのか伝わってこなかった」。女
子選手が競技以外の部分について注目されやすいことについては
「スポーツも男はこうあるべき、女はこうあるべきだという規範の延長に
あるから」としながら「強い女が昔から嫌われてきたのは世界共通。メ
ディアには男性が多く、女性の『強さ』を取り上げることに無意識の抵
抗感があるのでは。『美人』とか『ママさん』などという前に、まず、アス
リートとして認めること。メディアの姿勢が問われている」
　ＩＯＣは、男女平等に向けた改革提言として、各競技の出場者数や
チームの人数を平等に▶競技役員・コーチの女性の比率を高める▶

できる限り、男女で同じ競技会場・施設に――などを挙げている。山口
准教授は「数字や見た目など表面的な物差しで測る男女平等ではな
く、スポーツ文化を根本的に変える必要がある。女子選手は定義の曖
昧な『女子力』という言葉で『かわいらしさ』も求められている。メディア
の報道は改められるべきで、新たな価値観を生み出してほしい」（毎日
新聞より）
　さらに、山口准教授は、「メディアとスポーツの関係」について、こう指
摘する。
　高校野球や箱根駅伝など、メディアがスポーツを盛り上げてきた。日
本ではマイナースポーツであったラグビーが２０１９年のＷ杯終了後も
連日メディアに取り上げられ、チームスローガンの「One Team（ワン・
チーム）」は流行語年間大賞にまで輝いた。その一方で、選手を「笑わ
ない男」と称し、テレビの娯楽として消費する。マイナー競技の選手の
中には、自らの競技への注目が高まるならとメディア露出に甘んじてい
る者もいる。東京２０２０を招致した日本は、どのようなスポーツ文化を醸
成したいのか。メディアだけでなく、視聴者となるわたしたち一人ひとり
の意識も問われている。
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２
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イ
ン
タ

ビ
ュ
ー

全
日
学
連
の
仏
遠
征
に
秋
山
監
督
と
中
谷
元
主
将
が
参
加

柔道部

男子は〝ダブル主将〟で男子は〝ダブル主将〟で
２０２０新チームの陣容

　新
チ
ー
ム
の
陣
容
は
、
男
子
が
、
詫

田
真
輝
（
４
年
経
営
情
報
・
九
州
学
院
）

が
代
表
（

「
渉
外
」
を
担
当
）
で
、

上
田
泰
成
（
経
営
情
報
・
九
州
学
院
）

が
主
将
（

「
練
習
・
試
合
」
を
担
当
）。

今
年
度
か
ら
「
ダ
ブ
ル
主
将
」
の
よ
う

な
形
と
し
て
、
外
部
・
内
部
の
担
当
を

分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
を
担
当
す
る
よ
う
に

し
た
。
女
子
は
加
藤
祐
喜
（
４
年
経
営

情
報
：
君
津
商
業
）
が
主
将
を
務
め
る
。

　新
入
生
は
男
子
が
８
名
、
女
子
２
名

の
合
計
10
名
。
好
選
手
揃
い
だ
が
、
男

子
で
は
、
60
㌔
級
の
知
念
航
平
（
沖
縄

尚
学
／
沖
縄
県
１
位
）、
66
㌔
の
三
瓶

士
穏
（
東
北
／
宮
城
県
３
位
）、
73
㌔

級
の
波
平
泰
輝
（
沖
縄
尚
学
／
沖
縄
県
２
位
）
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
る
。
ウ
ィ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
で
あ
っ
た
軽
量

級
が
充
実
し
て
お
り
、
無
差
別
で
行
わ
れ
る
全
日
本
優

勝
大
会
の
み
な
ら
ず
体
重
別
団
体
優
勝
大
会
へ
の
初
出

場
を
目
指
す
。

　女
子
は
78
㌔
超
級
の
冨
本
真
矢
（
安
房
西
／
千
葉
県

１
位
）
が
加
入
。
女
子
３
人
制
で
の
上
位
進
出
を
目
指

し
て
い
く
。

　コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
で
４
月
初
旬
ま
で
練
習

を
自
粛
し
て
い
る
状
況
で
、
約
１
カ
月
も
の
間
、
柔
道

着
を
着
て
い
な
い
。
そ
の
間
自
宅
で
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

と
し
て
「
タ
バ
タ
式
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
」
を
取
り
入
れ
、

短
時
間
で
身
体
へ
の
負
荷
を
か
け
、
筋
力
維
持
に
努
め

た
。
３
月
後
半
か
ら
は
、
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
ラ
ン
ニ

ン
グ
・
ト
レ
ニ
ー
ン
グ
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
。

　「
選
手
た
ち
に
は
『
今
で
き
る
こ
と
は
何
か
』
を
考
え

さ
せ
、
出
来
る
だ
け
日
常
と
変
わ
ら
な
い
生
活
を
送
る

よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
た
」（
秋
山
監
督
）。

　春
の
団
体
戦
は
、
現
時
点
で
の
開
催
も
不
明
で
、
照

準
は
、
秋
の
個
人
戦
。
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
体
重
別

団
体
の
出
場
権
を
獲
得
す
る
の
が
目
標
だ
。
男
子
選
手

全
員
が
そ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
必
要
だ
。
女
子
は
、

初
の
個
人
戦
で
の
全
国
出
場
を
目
指
す
。
相
互
が
助
け

合
い
な
が
ら
競
い
合
い
、
全
体
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を

高
く
維
持
で
き
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　秋
山
監
督
は
、
指
導
方
針
に
つ
い
て
「
学
生
ス
ポ
ー

ツ
の
主
役
は
あ
く
ま
で
学
生
。『
指
導
者

選
手
』
の
視

点
を
持
ち
、
選
手
の
主
体
性
を
伸
ば
し
て
い
く
こ
と
に

重
点
を
置
い
て
い
る
。
選
手
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
を
尊
重

し
、
型
に
は
め
る
の
で
は
な
く
、
可
能
性
を
広
げ
る
よ

う
に
し
て
い
る
」
と
指
導
方
針
を
述
べ
た
。

　ま
た
、「
実
社
会
で
通
用
す
る
人
間
形
成
を
目
指
し
、

柔
道
の
み
な
ら
ず
留
学
や
資
格
取
得
、
地
域
貢
献
活
動

に
も
力
を
入
れ
た
い
。
選
手
の
所
属
学
部
も
違
い
、
夕

方
の
練
習
へ
の
参
加
時
間
も
異
な
る
の
で
、「
や
る
べ
き

事
」「
で
き
る
事
」「
や
り
た
い
事
」
の
優
先
順
位
を
つ
け
、

短
時
間
で
集
中
で
き
る
よ
う
な
練
習
に
取
り
組
ん
で
い

る
」
と
話
す
。

　今
井
さ
ん
は
、
姉
妹
大
学
の
城
西
大
学
の
剣

道
部
で
活
躍
し
た
。
４
年
生
の
時
に
は
、
個
人

戦
に
お
い
て
城
西
大
学
で
初
め
て
全
国
大
会
に

出
場
し
ベ
ス
ト
16
ま
で
勝
ち
上
が
っ
た
。
当
時
、

理
事
長
だ
っ
た
創
立
者
の
水
田
三
喜
男
先
生
か

ら
「
一
つ
の
こ
と
を
や
り
抜
く
こ
と
は
大
変
な

こ
と
だ
。
し
っ
か
り
続
け
る
こ
と
こ
そ
大
切
だ
」

と
激
励
さ
れ
た
。
今
井
さ
ん
は
、
こ
の
言
葉
を

心
に
刻
み
、
城
西
国
際
大
学
で
職
員
の
傍
ら
、

自
ら
の
剣
道
修
行
の
継
続
と
学
生
指
導
を
し
て

き
た
。

　剣
道
部
の
「
転
機
」
に
な
っ
た
の
は
、
開
学

10
周
年
を
迎
え
た
２
０
０
２

年
。
女
子
剣
道
部
の
強
化
を

開
始
し
、
こ
れ
が
実
り
、
07

年
に
全
日
本
女
子
学
生
優
勝

大
会
（
団
体
戦
）
に
初
出
場

し
た
の
を
皮
切
り
に
６
年
連
続
出
場
さ
せ
た
。
こ
れ
ま
で
通
算
８

度
の
出
場
を
果
た
し
て
い
る
。
男
子
は
全
国
大
会
の
団
体
戦
に
出

場
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
個
人
戦
で
は
４
人
が
全
国
大

会
に
出
場
し
て
い
る
。

　今
春
、
城
西
国
際
大
学
を
定
年
退
職
し
た
の
を
機
に
手
記
を
寄

せ
た
。　 城

西
国
際
大
学
剣
道
部
へ
情
熱
を

　 注
い
だ
　年
間

　剣
道
部
・
部
訓
「
正
直
・
素
直
・
求
道
・
勝
負
」――

正
直
に
生
き
、

素
直
な
心
を
育
み
、
愚
直
に
剣
の
道
を
求
め
、
自
ら
と
の
勝
負
に

挑
む
。

　開
学
と
同
時
に
剣
道
部
を
立
ち
上
げ
、
男
女
１
名
ず
つ
の
２
名

か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
。
高
校
訪
問
を
繰
り
返
し
、
剣
道
大
会
を
視

察
し
、
優
れ
た
人
材
を
求
め
、
積
極
的
な
募
集
活
動
を
行
っ
た
。

６
年
連
続
で
全
国
大
会
出
場
を
果
た
す
な
ど
の
実
績
を
作
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
多
く
の
人
材
が
巣
立
っ

て
い
っ
た
。
そ
れ
ら
の
歴
史
を
一
歩
、
一
歩
踏
み
し
め
、
土
台
に

し
た
か
ら
こ
そ
今
の
剣
道
部
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
毎
年
入
部
し

て
く
る
学
生
に
指
導
す
る
。「
心
こ
そ
大
切
な
れ
！
」。「
強
い
心
を

持
っ
て
挑
み
、
努
力
を
惜
し
ま
な
い
人
間
、
努
力
に
勝
る
も
の
は

無
い
」
こ
と
を
指
導
と
し
て
い
る
。

　剣
道
部
は
、
女
子
部
の
強
化
を
最
優
先
と
し
て
18
年
が
経
過
し

た
。
団
体
戦
で
の
全
国
大
会
出
場
は
８
回
、
個
人
戦
の
全
国
大
会

出
場
は
６
人
と
、
ま
だ
ま
だ
全
国
大
会
出
場
の
常
連
校
と
は
言
え

ず
、
更
な
る
成
長
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　女
子
部
員
の
ほ
と
ん
ど
が
県
外
出
身
者
で
寮
生
活
を
し
て
い
る
。

寮
生
活
で
一
番
気
を
つ
け
て
い
る
こ
と
は
「
仲
間
割
れ
、
い
じ
め
」

で
あ
る
。
以
前
、
女
子
校
に
勤
務
し
、
生
活
指
導
部
長
ま
で
の
経

験
か
ら
、
寮
生
活
は
、
人
も
建
物
も
半
年
で
全
て
入
れ
替
え
る
。「
水

の
動
き
が
止
ま
り
、
溜
ま
る
と
よ
ど
み
は
じ
め
、
や
が
て
は
腐
っ

て
行
く
」
こ
と
を
教
訓
に
し
、
寮
生
活
の
活
性
化
こ
そ
が
活
気
の

原
点
と
考
え
る
。

　稽
古
に
あ
っ
て
は
、「
日
本
一
の
稽
古
量
」
と
自
負
し
て
い
た
時

代
も
あ
っ
た
が
、
量
よ
り
も
質
を
求
め
、
内
容
の
充
実
を
図
る
と

同
時
に
実
の
あ
る
稽
古
へ
と
転
換
し
て
い
る
昨
今
で
あ
る
が
、
こ

れ
か
ら
は
質
量
と
も
に
増
や
し
、
厳
し
い
稽
古
の
中
か
ら
強
固
な

人
材
を
輩
出
し
た
い
と
念
願
し
て
い
る
。

　入
学
・
入
部
し
て
き
た
学
生
は
、
剣
道
年
数
、
実
績
、
基
礎
的

体
力
な
ど
お
い
て
様
々
だ
。
試
合
に
出
場
す
る
者
は
い
つ
も
同
じ

者
、
力
の
無
い
者
は
４
年
間
試
合
に
出
場
出
来
な
い
。
や
が
て
剣

道
に
対
す
る
温
度
差
が
出
始
め
る
。
低
い
温
度
を
上
げ
る
努
力
が

指
導
者
と
し
て
必
要
だ
。
一
生
懸
命
稽
古
し
、
努
力
し
て
い
る
者

に
対
し
、
一
度
は
大
学
の
試
合
に
出
場
さ
せ
、
そ
の
時
の
結
果
を

も
っ
て
次
の
選
手
候
補
の
チ
ャ
ン
ス
を
与
え
、
成
長
の
機
会
を
与

え
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　剣
道
部
内
に
お
い
て
強
い
者
が
先
頭
に
立
つ
の
で
は
な
く
、
一

生
懸
命
努
力
し
て
い
る
者
が
先
頭
に
立
つ
べ
き
と
の
方
針
で
指
導

し
て
い
る
。
本
学
の
外
国
人
留
学
生
に
日
本
舞
踊
を
教
え
て
い
る
、

日
本
舞
踊
飛
鳥
流
三
代
目
家
元
飛
鳥
左
近
先
生
に
、
剣
道
部
に
対

し
創
作
舞
踊
「
風
林
火
山
」
の
振
り
付
け
を
し
て
い
た
だ
き
、
週

に
一
度
、
ご
教
示
を
受
け
る
。
そ
の
結
果
、
数
年
前
よ
り
大
学
祭

の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
披
露
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
剣
道
部
の
伝
統
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
舞
踊
の
練
習
に

授
業
で
受
け
ら
れ
な
い
学
生
に
は
、
指
導
を
受
け
た
学
生
が
朝
、
昼
、

夜
の
剣
道
稽
古
が
終
わ
っ
た
後
に
教
え
る
。
僅
か
４
分
間
の
発
表

で
は
あ
る
が
、
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
踊
る
姿
は
圧
巻
で
あ
り
、

美
し
く
、
そ
し
て
迫
力
の
あ
る
剣
舞

写
真
と
な
り
、
そ
こ
に
は
、

上
下
も
無
い
、
全
員
が
同
じ
立
場
で
完
成
ま
で
や
り
遂
げ
る
達
成

感
が
一
人
ひ
と
り
に
こ
み
上
げ
、
喜
び
が
沸
き
、
涙
す
る
学
生
も

多
い
。
こ
れ
こ
そ
が
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
で
あ
る
。

　卒
業
生
の
活
躍
す
る
姿
が
あ
る
。

社
会
に
出
て
、
剣
道
を
続
け
る
学

生
が
多
く
な
っ
た
。
卒
業
後
も
続

け
て
く
れ
て
い
る
姿
に
、
指
導
が

間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
感

じ
そ
の
活
躍
に
頬
が
緩
む
。

　剣
道
を
続
け
て
50
年
が
過
ぎ
、

剣
の
奥
義
は
深
く
計
り
知
れ
な
い

こ
と
を
悟
る
。
ど
こ
ま
で
出
来
る

か
分
か
ら
ず
と
も
、
城
西
国
際
大

学
剣
道
部
の
旗
を
高
く
掲
げ
た
い
。

佐藤 清 監督佐藤 清 監督
インタビュー

インカレ出場、上位進出へインカレ出場、上位進出へ

「美は競争ではない」 新
チ
ー
ム
は
国
際
大
会
優
勝
メ
ン
バ
ー
が
中
心

̶̶山口准教授のコメントが全国紙に

職員の傍ら剣道部を指導 剣
道
部今井英雄さんが手記今井英雄さんが手記
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